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広報

ともにふれあい築いていこう　歴史とロマンの井手文化

第第3311回回井井手手町町文文化化祭祭
成功させよう！！国民文化祭

　今年で３１回を迎えた井手町文化祭（文化祭実行委
員会＝小川俊雄委員長）が、１１月１３日（土）と１１月
14日（日）の両日にわたって行われました。
　会場では商工祭や農林業祭、健康のつどい、舞台
発表、青少年の主張など、盛りだくさんの催しが行
われ、大勢の人で賑わっていました。
（詳細は３面に掲載）
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いでのまちかいでのまちかどど

ウオッチング

第
　
回
国
民
文
化
祭
井
手
町

２６

「
川
柳
の
祭
典
」
プ
レ
大
会

　
　
月
７
日
（
日
）、
第
　
国
民

１１

２６

文
化
祭
井
手
町「
川
柳
の
祭
典
」

プ
レ
大
会
（
会
長
＝
汐
見
明
男

井
手
町
長
）
が
泉
ヶ
丘
中
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
、
汐
見
会
長
は
、

「
本
日
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
が
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
や

磨
き
あ
げ
ら
れ
た
力
を
存
分
に

発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
く

の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
ら

れ
、
文
化
創
造
の
輪
を
広
げ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
来
年

の
本
大
会
に
向
け
、
私
ど
も
へ

大
き
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
く

こ
と
に
繋
が
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
京
都
川
柳
作
家
協

会
谷
垣
会
長
、
府
知
事
代
理
の

勝
見
山
城
広
域
振
興
局
長
ら
が

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

あいさつをする
汐見会長

あいさつをする
谷垣会長

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
井
手
町
民
俗

芸
能
保
存
会
（
中
坊
茂
代
表
）

に
よ
る
「
お
か
げ
踊
り
」、
玉
川

保
育
園
に
よ
る
「
玉
川
音
頭
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
は
、
う
ど
ん
や
里
汁
、

焼
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬
店
の
ほ

か
、
無
料
の
お
抹
茶
の
ふ
る
ま

い
や
野
菜
の
販
売
が
行
わ
れ
、

玉
水
駅
で
は
「
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
で

行
こ
う
『
宇
治
茶
の
郷
』
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
よ
る
煎
茶
の
無

料
接
待
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
、
一
般
・
高
校
生
の
部
の
披

講
、
選
評
、
講
評
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
披
講
と
は
優
秀
な
川
柳

が
詠
み
あ
げ
ら
れ
、
作
者
が
自

分
の
名
前
を
大
き
な
声
で
答
え

る
も
の
で
す
。
来
場
者
は
、
詠

み
あ
げ
ら
れ
る
川
柳
を
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
井
手

町
の
入
賞
者
は
以
下
の
通
り
で

元気良く玉川音頭を
踊るこどもたち

模擬店は大忙し

真剣な表情で披講を
聴く来場者

す
。

●
受
賞
作
品
（
敬
称
略
）

◆
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

〈
特
選
・
井
手
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
〉

人
間
は
勇
気
と
い
う
名
の
　

武
器
を
も
つ

　
望
月
　
正
恵
（
泉
ヶ
丘
中
学
校
２
年
）

〈
特
選
・
京
都
川
柳
作
家
協
会
会
長
賞
〉

夕
や
け
を
き
れ
い
に
見
せ
る
  

赤
と
ん
ぼ

　
鳥
井
　
雄
貴（
多
賀
小
学
校
６
年
）

〈
準
特
選
〉

ゆ
う
き
は
ね
人
を
は
げ
ま
す

ま
ほ
う
だ
よ

　
柴
田
　
花
（
井
手
小
学
校
３
年
）

〈
準
特
選
〉

桜
の
木
勇
気
も
ら
っ
た
　
　

大
事
な
木

　
小
仲
　
悠
貴（
泉
ヶ
丘
中
学
校
１
年
）

〈
準
特
選
〉

飛
び
た
と
う
今
の
自
分
を
　

ぬ
ぎ
す
て
て

　
古
川
　
美
野
里（
泉
ヶ
丘
中
学
校
２
年
）

〈
準
特
選
〉

ブ
ラ
ン
コ
は
ま
る
で
空
飛
ぶ

イ
ス
の
よ
う

　
木
村
　
吏
里（
多
賀
小
学
校
４
年
）

〈
準
特
選
〉

ツ
バ
メ
の
子
や
っ
と
さ
い
ご
が

飛
び
た
っ
た

　
塚
本
　
香
菜（
泉
ヶ
丘
中
学
校
１
年
）

◆
一
般
・
高
校
生
の
部

〈
入
選
〉

手
の
ひ
ら
に
載
せ
た
つ
も
り
が

載
っ
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
操（
高
月
区
）

〈
入
選
〉

坂
道
に
わ
た
し
の
影
が
　
　

あ
く
び
す
る

　
　
　
　
　
　
松
島
　
繁
行（
玉
水
区
）

宇治茶レディによる
煎茶の無料接待

ふるさと課題の入選者には
特産品が贈られました



2010-12広報いで１１３

【
井
手
町
議
会
議
長
賞
】

・
３
鉢
花
壇
の
部
　
飯
田
　
文
子

・
単
鉢
の
部
　
　
　
古
川
　
信
子

【
井
手
町
菊
花
会
長
賞
】

・
３
鉢
花
壇
の
部
　
横
田
　
楢
造

・
単
鉢
の
部
　
　
　
木
田
　
文
雄

【
井
手
町
菊
花
会
長
優
秀
賞
】

・
３
鉢
花
壇
の
部
　
古
川
　
　
正

・
単
鉢
の
部
　
　
　
田
中
　
博
文

▼
井
手
町
橘
諸
兄
文
学
賞
入
賞
者

●
受
賞
作
品

◆
俳
句
の
部
（
５
点
）

玉
川
は
　
桜
並
木
に
　
春
踊
る

　
　
　
高
橋
　
敏
子
（
宇
治
市
）

恋
に
生
き
　
花
に
生
き
た
か
　

小
町
塚

村
尾
　
加
都
子
（
愛
媛
県
愛
南
町
）

　う
ぐ
い
す
も
　
ひ
よ
も
梢
で
　

花
見
時

　
　
　
　
宮
本
　
 操
（
高
月
区
）

祝辞を述べる
汐見町長

　
第
　
回
井
手
町
文
化
祭
は
、

３１

　
月
　
日
（
土
）、　
日
（
日
）

１１

１３

１４

の
２
日
間
開
催
さ
れ
、
作
品

展
・
商
工
祭
・
農
業
祭
・
舞
台

発
表
・
青
少
年
の
主
張
大
会
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
舞
台
発
表
で
は
、
保
育
園
児

や
小
学
生
の
歌
や
踊
り
を
は
じ

め
、『
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
少
年
少

女
合
唱
団
』に
よ
る
合
唱
や『
い

づ
み
太
鼓
左
馬
』
に
よ
る
和
太

鼓
演
奏
、
い
づ
み
ま
な
び
教
室

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
大
正
琴
演

奏
や
太
極
拳
の
演
技
、
町
空
手

道
教
室
の
生
徒
に
よ
る
空
手
道

演
武
、
一
般
参
加
者
か
ら
の
カ

ラ
オ
ケ
や
コ
ー
ラ
ス
、
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場

で
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が

響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
で

は
、
各
サ
ー
ク
ル
や
教
室
、
一

般
か
ら
の
力
作
が
所
せ
ま
し
と

展
示
さ
れ
訪
れ
た
人
た
ち
は
熱

心
に
眺
め
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

様
々
な
創
作
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
第
　
回
健
康
の
つ
ど

２７

い
で
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
し

て
骨
量
測
定
・
血
管
年
齢
測
定
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
体

力
診
断
な
ど
を
実
施
、
ま
た
、

井
手
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
に
よ
る
食
生
活
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

広
場
で
は
、
う
ど
ん
や
天
ぷ
ら
、

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
の
模
擬
店

の
ほ
か
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
を

操
作
し
て
文
字
を
書
く
『
Ｄ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
祭
』
が
催
さ
れ
、
来

年
行
わ
れ
る
国
民
文
化
祭
に
ち

な
み
「
文
化
」
の
文
字
を
書
き

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
文
化
祭
の
開
会
式
典
で
は
、

町
政
振
興
の
た
め
に
貢
献
し
て

い
た
だ
い
た
方
に
自
治
功
労
者

の
表
彰
が
授
与
さ
れ
た
あ
と
、

農
産
物
等
品
評
会
や
菊
花
展
示

会
入
賞
者
、
井
手
町
橘
諸
兄
文

学
賞
入
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
自
治
功
労
表
彰

○
小
川
　
一
男
（
水
無
区
）

あいさつをする
小川委員長

▼
平
成
　
年
度
農
産
物
等
品
評

２２

会
入
選
者

【
京
都
府
知
事
賞
】

・
白
菜
 

古
川
　
　
正

【
井
手
町
長
賞
】

・
大
根
 

山
本
　
良
平

【
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
長

賞
】

・
ミ
ニ
ト
マ
ト
 

大
西
　
　
猛

【
井
手
町
議
会
議
長
賞
】

・
堀
川
ゴ
ボ
ウ
 

杉
山
　
哲
也

【
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合

長
賞
】

・
富
有
柿
 

岡
本
　
敏
男

【
日
本
農
業
新
聞
大
阪
支
所
長

賞
】

・
白
ネ
ギ
 

小
川
　
俊
雄

▼
第
　
回
菊
花
展
示
会
入
賞
者

２１

【
京
都
府
知
事
賞
】

・
３
鉢
花
壇
の
部
　
古
川
　
好
男

【
井
手
町
長
賞
】

・
３
鉢
花
壇
の
部
　
丸
山
　
絹
子

・
単
鉢
の
部
　
　
　
林
　
　
喜
作

禅
寺
の
　
歳
月
語
る
　
桜
か
な

佐
々
木
　
郁
子（
大
阪
府
大
東
市
）

我
孫
の
　
背
お
う
カ
バ
ン
に
　

桜
ふ
る

　
　
　
嶋
田
　
巧
一
（
水
無
区
）

◆
短
歌
の
部
（
３
点
）
　

さ
く
ら
さ
く
ら
　
は
や
う
つ
ろ

ひ
て

霞
立
つ
　
春
を
継
ぎ
た
る
　
　

井
手
の
山
吹
き

　
　
岩
佐
　
弘
一
（
京
田
辺
市
）

　地
蔵
院
　
仏
の
心

お
井
手
や
す
　
す
べ
て
の
人
を

抱
い
て
は
な
さ
ず

　
　
　
木
下
　
晴
夫
（
城
陽
市
）

　
　

山
吹
の
　
楚
々
と
咲
き
た
る

川
辺
に
も
　
泰
山
名
水
　
井
手

の
里
山

　
　
　
　
西
谷
　
静
子（
水
無
区
）青少年の主張大会

第
　
回
井
手
町
文
化
祭

３１

汐見町長から表彰を
受けられた小川一男さん

コンピューター体力診断では
瞬発力やジャンプ力を測りました
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▼

　１０月２０日（水）、多賀小学校の５年生１９人が、地域ボ
ランティアの方の協力のもと稲刈り体験を行いました。
　この日に収穫した稲は６月に児童が苗を植えたもので、
カマの使い方や刈り取った稲の束ね方などを教わりながら
一生懸命に作業をしていました。

▼

　１０月２３日（土）、サン・アビリティーズ城陽で第
２７回綴喜地区身体障害者卓球バレー大会が開かれ、
井手町身体障害者協会の卓球バレーチームが敢闘賞を
受賞しました。
　チームは玉泉苑で週一回、木曜日に練習をしており、
その成果を発揮しました。

▼

　１０月２３日（土）、第８回作業所まつりが、玉水公民館前
広場で行われました。当日は、井手共同作業所の通所生が店
長となって模擬店が出店されました。
　また、はんぱれバンドによる演奏、イデレンジャーショー、
ぬいぐるみやおもちゃが当たる抽選会が行われ集まった子ど
もたちは大喜び。会場は大いに盛り上がりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▼

　１１月１１日（木）、１２日（金）の２日間、泉ヶ丘中学校
２年生の職場体験学習が町内の企業や事業所など１７ヶ
所で行われました。
　このうち、玉水駅前休憩所「さくら」には、松本龍斗
君、西本悠莉君、石川誠志郎君の３人が訪問し、配膳や
接客などの業務に挑戦しました。「働くことの大変さがわ
かりました。」「注文が多いと、どこから運べば良いか迷
いました。」と感想を話していました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▼

　10月１３日（水）、いづみ保育園の３歳児８名と北区
老人クラブのメンバーが芋掘りを行いました。
　この日に収穫されたさつまいもは６月に園児らが老
人クラブのメンバーと植えたもので、草引きや水やり
などの世話を老人クラブの方々にして頂いていました。
　大きなさつまいもに園児は大喜びで、芋掘りをして
いました。
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袋の中身は
　この調査では、燃やすゴミの袋の中にどんなゴミが入っているのかを調べるもので、水分を乾燥させた後、紙類・厨芥類
（台所から出る野菜くず等）・繊維類・金属類・プラスチック類など１０種類に分けて計測し、それぞれの量を出しています。
調査結果は、可燃の紙類が全体の46.７％で草や繊維類が31.1％となっています。紙類の中でも、リサイクルが出来る段ボ
ールや新聞紙等が16.3％を占めているということです。
　また調査の区分上、資源化ゴミも含めたガラスや金属類などの「その他ゴミ（不燃ごみ）」に含まれるものが、年間平均
で22.2％混ざっています。

衛管平均より約1.3倍の燃やすゴミを排出
　本町の１日ひとり当たりの燃やすゴミ排出量は、城南衛生管理組合の平均が４４３ｇに対して本町は５８５ｇと約１.３倍も多く
なっています。
　本町では、１０月中旬に町内の燃やすゴミの抽出点検を行いましたが、一つの袋で１０.４ｋｇのゴミ袋が混ざっていました。
袋の中身は台所から出たゴミが中心でしたが、袋の中の他のゴミにまで水分がしみ込んでいる状態で、ゴミを出された方も
搬出に大変な労力だったことが推測されます。
　燃やすゴミは、水分が多いほど重さも増し城南衛生管理組合での焼却に支障をきたすだけでなく、町のごみ処理経費の負
担増に繋がりますので、水分を含んだ生ゴミは直接ゴミ袋に入れないで、水切をしてから出すようにして下さい。ゴミの重
さも軽くなり、ゴミ出しの労力も少しは軽減されると思います。
　又、別の袋からは資源ゴミの紙・ビン・カンがほとんどを占めるゴミもあります。分別していないものは、ゴミとしかな
りません。

‘混ぜればゴミ　分ければ資源’
　資源の再利用の為に、分別をさらに徹底する必要がありますが、ゴミの減量は、ご家庭での協力が大切です。「水をよく切
り、分別をきちんとする」ことを基本に、ご協力をお願いします。
　城南衛生管理組合加入の自治体では、燃やすゴミ減量化の一つとして透明袋制の導入が進んでいます。導入後の排出量も
減少していることが証明されていることから、本町でもこうした取り組みが検討課題の一つとなっています。
　燃やすゴミの透明袋化は、ゴミを出す時から分別の意識付けに繋がるものであり、ゴミの分別と減量化に効果があると言
われているものです。

～ゴミの減量化にむけて③～

燃やすゴミに混じっている古紙やダンボール、混ざればゴミ、分ければ資源となります。

燃やすゴミ
燃やすゴミの約半分は水分
　城南衛生管理組合が実施した平成２０年度のゴミ質
調査結果によると、燃やすゴミの中身は水分が
51.61％とほぼ半分を占めています。
　ゴミの減量化にゴミ出し前の水切りが重要である
とともに水分は臭いの原因にもなりますので、ゴミ
を出される際は水切りをしっかり行ってください。



2010-12 広報いで ６

土金木水火月日
18171615141312

ぴよぴよ広場
（支援センター）
クリスマスツリー作り

さんさん会
（支援センター）

よちよち広場
（支援センター）
クリスマスツリー作り

25242322212019
さんさん会（OP）
リトミック

（支援センター）
休日

さんさん会
（支援センター）

竹の子ひろば
おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

1/1313029282726

8765432
さんさん会

（支援センター）

 子育てサークルの紹介活動
さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
　　代表：乾（０９０－３８６６－２５８５）
竹の子ひろば：午前１０時半～正午【未就園児の子どもとその保護者】
　　代表：巽（８２－２４３６）
ベっジ子クラブ：午前9時半～正午【食育に興味のある方】
　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）
わらびー（わらべうたサークル）　　【妊婦さんから上限なし】
　　代表：桔梗（０８０－３１１３－８６３７）

★初めての方は、代表まで連絡ください。

各広場の対象者　　場所：子育て支援センター
＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

※どの事業も予約なしでいつでも参加できます。

子育て支援センターからのお知らせ

　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。【ＴＥＬ・ＦＡＸ　：　0774－82－2232】

　　★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。

　　★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　

　　★利用時間　：　月曜日　～　金曜日　午前9時30分～午後4時00分

　　　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

12・1月の事業　時間：午前10時～正午

年末年始の１２月２９日（木）から１月４日（火）まで、

子育て支援センターはお休みになります。

井手町地域包括支援センターの臨時職員募集のお知らせ
　井手町地域包括支援センターで働いていただける臨時職員（社会福祉士又は保健師の資格をお持ちの方）を募

集します。

　雇用は、平成２３年１月１９日からとなりますが、まずは、総務課に臨時職員（非常勤）登録申込書により登録

してください。業務内容は、高齢者福祉・介護保険等に関する業務に従事していただきます。

　募集期間は、平成２２年１２月２８日までです。

　採用については、登録していただいた方に、高齢福祉課から連絡させていただきます。

　なお、今回の募集は、昨今の厳しい経済情勢も考慮し、雇用対策を兼ねて行うものです。

　　● 募 集  職 種：社会福祉士又は保健師（いずれかの資格を有する方に限る。）

　　● 勤 務  時 間：午前８時３０分～午後５時１５分（正午～午後１時除く。）

　　● 休　    　日：土・日・祝日・年末年始

　　● 賃　　    金：社会福祉士は日給８，４１０円、保健師は日給９，０００円　（規定により通勤手当を支給する。）

　　● 加入保険等：雇用・健康・年金

　　● 雇用予定期間：採用日～６ヶ月間（継続雇用可）

【手続きについて】

１．「井手町臨時職員（非常勤）登録申込書」に記入のうえ、資格証明書の写しを添付して総務課に提出してくだ

　　さい。

　　なお、申込書は井手町役場２階　総務課にあります。また、町のホームページからもダウンロードできます。

２．登録申込書を提出後、高齢福祉課にご連絡またはお越しください。

【お問い合わせ先】

　不明な点がございましたら、井手町役場　高齢福祉課（0774－82－6165）まで連絡してください。
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【人権標語】

　本当に　傷つけてない？　その言葉　　

      井手小学校５年　古川真矢さん

   やめようよ　いじめやぎゃくたい　かなしいよ

　   井手小学校6年　桝井梨沙さん

【人権啓発ポスター】

多賀小学校１年　奥山友英さん

井手町人権啓発コンクールの作品から
　“人権の大切さ”を「ポスター」と「標語」で表現した第７回井手町人権啓発コン

クールの応募作品を紹介します。

　作品から伝わってくる人権に対する純粋な気持ちにふれることにより、『人権の芽』

を大きく育て、すべての人々の人権が尊重され相互に共存し得る平和で豊かな社会

（井手町）を築きましょう。

泉ヶ丘中学校２年　藤田千尋さん

備　考時　間　帯病　院　名月日　曜日

※通常どおり

※通常どおり

※年末年始

※年末年始

※年末年始

※年末年始

※年末年始

※年末年始

午後６時～翌日午前８時

午後６時～翌日午前８時

午前８時～翌日午前８時

午前８時～翌日午前８時

午前８時～翌日午前８時

午前８時～翌日午前８時

午前８時～翌日午前８時

午前８時～翌日午前８時

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

田辺中央病院

田辺中央病院

宇治徳洲会病院

１２／２７（月）

１２／２８（火）

１２／２９（水）

１２／３０（木）

１２／３１（金）

１／１　（土）

１／２　（日）

１／３　（月）

　小児救急医療体制（年末年始）

時　間　帯病　院　名曜日

午後６時～翌日午前８時

午後６時～翌日午前８時

午後６時～翌日午前８時

午後６時～翌日午前８時

午後６時～翌日午前８時

午後６時～翌日午前８時

午前８時～翌日午前８時

午前８時～翌日午前８時

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

田辺中央病院

田辺中央病院

田辺中央病院

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（祝）

　小児救急医療体制（通常）
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平
成
　
年
度
自
衛
官
募
集
案
内

22

募
集
種
目
／
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上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

受
付
期
間
／
平
成
　
年
　
月
１
日
～
平
成
　
年

２２

１１

２３

１
月
７
日

試
験
期
日
／
１
次
 平
成
　
年
１
月
　
日

２３

２２

２
次
 平
成
　
年
２
月
５
日
～
８
日
ま
で
の
間
の

２３

指
定
す
る
１
日

資
格
／
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
、　
歳
以
上
　

２３

１５

１７

歳
未
満
（
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）
の
男
子
で
中

学
校
卒
業
者
又
は
中
等
教
育
学
校
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前
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課
程
修

了
者
（
平
成
　
年
３
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に
中
学
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等

２３

教
育
学
校
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前
期
課
程
修
了
見
込
み
の
者
を
含

む
）

＊
お
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合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本

(
)

部
 ℡
０
７
５
‐
２
１
１
‐
３
４
７
１
 ま
た
は
、

(
)

宇
治
地
域
事
務
所
 ℡
　
‐
７
１
３
９
 ま
で

４４

【
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鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

１２

２２
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所
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然
休
養
村
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日
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月
　
日
（
土
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午
後
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時
半
～
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時
半

１２

１８

【
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教
室
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２５

日
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３
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／
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２
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ま
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０
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９
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で

８２

年
末
の
交
通
事
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と
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、
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
。
　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

講
座
～
遺
言
と
成
年
後
見
に
つ
い

て
～
 」を
開
催
し
ま
す

　
あ
な
た
が
あ
な
た
ら
し
く
生
き
、
あ
な
た
の
大

切
な
人
に
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

あ
る
「
遺
言
」
と
「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い
て
、

法
律
の
専
門
家
で
あ
る
司
法
書
士
を
講
師
に
迎

え
、
一
般
の
方
を
対
象
に
、
各
制
度
の
基
本
知
識

や
制
度
利
用
の
重
要
性
等
に
関
す
る
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
／
平
成
　
年
１
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～

23

14

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
２
階

講
師
／
（
社
）
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
京
都
支
部
　

　
司
法
書
士
　
山
本
浩
世
先
生

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
地
域
包
括
支
援
セ

　
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
３
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
第
６
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
７
期
の
納
期
限
で
す
。
期
限
内
に
収
め
ま
し
ょ
う
。

１２

講
座
・
教
室
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平
成
　
年
度
井
手
町
建
設
工
事
等
一
般
競

２３

争
（
指
名
競
争
）
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

（
１
）
受
付
種
別
　

　
●
町
内
業
者

　
　（
土
木
・
建
築
・
舗
装
・
水
道
・
電
気
・
そ

　
　
の
他
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
物
品
・
一
般

　
　
廃
棄
物
）

　
●
町
外
業
者

　
　（
工
事
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
）

（
２
）
有
効
期
間
　

　
●
町
内
業
者
　
　
　
　
　

　
１
年
間
（
平
成
　
年
　
３
月
　
日
ま
で
）

２４

３１

　
●
町
外
業
者
（
追
加
）　

　
１
年
間
（
平
成
　
年
　
３
月
　
日
ま
で
）

２４

３１

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
）
参
加
申
請
受
付
期
間
　

　
平
成
　
年
１
月
５
日
（
水
）
～
平
成
　
年
　

２３

２３

　
１
月
　
日
（
月
）

３１

（
４
）
作
成
要
領
配
布
期
間
　

　
平
成
　
年
　
月
　
日
（
金
）
～
平
成
　
年
　

２２

１２

１０

２３

　
１
月
　
日
（
月
）

３１

（
５
）
期
間
中
の
受
付
日
時
　

　
平
日
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
ま
で
受
付
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除

　
く
）

（
６
）
受
付
・
配
布
・
問
合
せ
場
所
　
　

　
〒
６
１
０
‐
０
３
０
２

　
京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
井
手
小
字
南
玉

　
水
　６７

　
井
手
町
役
場
　
建
設
課
（
３
階
）

　（
℡
　
‐
６
１
６
７
）

８２

医
療
従
事
者
・
調
理
師
業
務
従
事
者
の
届
出
は

１
月
　
日
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い

１７

　
今
年
は
、
医
療
従
事
者
等
の
資
格
を
有
す
る
方

の
届
出
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
関
係
法
令
に
よ
り
、
２
年
ご
と

に
　
月
　
日
現
在
の
就
業
状
況
等
を
届
け
出
て
い

１２

３１

た
だ
く
も
の
で
、
医
療
及
び
公
衆
衛
生
行
政
を
進

め
る
上
で
重
要
な
資
料
に
な
り
ま
す
。

 　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
も
れ
な
く
平
成
　
年
１
月

２３

　
日
ま
で
に
届
け
出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

１７

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

２４

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１２

２４

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

１６

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）・
１
月
８
日
（
土
）
午
後

１２

１１

１
時
半
～

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
館

【
親
と
子
の
絵
本
の
会
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１２

１８

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

図
書
館
（
℡
　
‐
５
７
０
０
）
ま
で

８２

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
お
鍋
を
囲
ん
で
忘

年
会
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
半
～

１２

１５

１１

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

２０

だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

 【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

　
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

１２

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
１
月
６
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

  【
心
配
ご
と
相
談
・
行
政
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１２

２０

場
所
／
賀
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

１２

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で

開
設
し
て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４
時

１２

２８

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
相
談
室

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
１
月
５
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１２

２０

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２ 各

種

相

談

健

康

　
資
格
等
の
区
分

す
べ
て
の
医
師
・
歯
科
医

師
・
薬
剤
師

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護

師
・
准
看
護
師
で
　
／
　

１２

３１

現
在
、
府
内
を
就
業
地
と

し
て
業
務
に
従
事
し
て
い

る
方
                          

歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工

士
で
　
／
　
現
在
、
府
内

１２

３１

を
就
業
地
と
し
て
業
務
に

従
事
し
て
い
る
方
           

調
理
師
で
　
／
　
現
在
、

１２

３１

府
内
を
就
業
地
と
し
て
業

務
に
従
事
し
て
い
る
方

　
届
出
先

京
都
府
山
城
北
保
健
所
企
画
調
整
室

〒
６
１
１
‐
０
０
２
１
　
宇
治
市

宇
治
若
森
７
‐
６
　
　
　
　
　
　

℡
０
７
７
４
‐
　
‐
２
１
９
９
　

２１

（
住
所
地
ま
た
は
就
業
地
の
い
ず
れ

か
の
最
寄
り
の
保
健
所
）

就
業
地

が
京
都

市
以
外

の
府
内

就
業
地

が
京
都

市
内

京
都
府
山
城
北
保
健
所
　
衛
生
室

〒
６
１
１
‐
０
０
２
１
　
宇
治
市

宇
治
若
森
７
‐
６
　
　
　
　
　
　

℡
０
７
７
４
‐
　
‐
２
９
１
２

２１
京
都
府
山
城
北
保
健
所

企
画
調
整
室
           

〒
６
１
１
‐
０
０
２
１
宇

治
市
宇
治
若
森
７
‐
６
　

℡
０
７
７
４
‐
　
‐
２

２１

１
９
９
　
　
　
　
　

（
就
業
地
の
最
寄
り
の

保
健
所
）

京
都
府
健
康
福
祉
部
　

医
療
課
　
　
　
　
　
　

〒
６
０
２
‐
８
５
７
０

京
都
市
上
京
区
下
立
売

通
新
町
西
入
薮
ノ
内
町

℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐

４
７
４
９
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「
ね
む
り
」　
　
　
　
　
　
　
村
上
春
樹

「
錨
を
上
げ
よ
　
上
・
下
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
田
尚
樹

「
前
夜
の
航
跡
」　
　
　
　
　
紫
野
貴
李

「
折
れ
た
竜
骨
」　
　
　
　
　
米
澤
穂
信

「
戦
国
を
終
わ
ら
せ
た
女
た
ち
」　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
童
門
冬
二

「
つ
る
か
め
助
産
院
」　
　
　
　
小
川
糸

煙
児
童
書

「
く
ま
の
こ
の
　
と
し
こ
し
」　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
枝

「
ふ
ゆ
ね
こ
」　
　
　
　
こ
み
ね
 ゆ
ら

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
　
月
・
１
月
の
休
館
日

１２
　
月
６
・
　
・
　
・
　
～
　
日

１２

１３

２０

２７

３１

１
月
１
～
４
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１１

１７

２４

２７

３１

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
　
月
１２

煙
一
般
書

「
月
の
さ
な
ぎ
」　
　
　
　
　
　
石
野
晶

「
オ
オ
カ
ミ
グ
ー
の
な
つ
か
し
い
ひ
み

つ
」　
　
　
　
　
　
み
や
に
し
 た
つ
や

「
ま
つ
り
」　
　
　
　
　
い
せ
 ひ
で
こ

「
ぼ
く
の
図
書
館
カ
ー
ド
」　
　
   　
　

　
　
　
　
　
　
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ミ
ラ
ー

☆
　
月
・
１
月
の
図
書
館
行
事

１２

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

　
月
　
日
（
土
）
１
月
８
日
（
土
）

１２

１１

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

　
月
　
日
（
土
）
１
月
　
日
（
土
）

１２

１８

１５

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
人
形
劇
》　

　
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
　
分
～
　

１２

１４

１０

１５

１１

時
ま
で
・
一
般
参
加
可

玉
川
保
育
園
に
て（
３
～
５
才
児
対
象
）

《
冬
の
お
は
な
し
会
》

１
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

２３

《
絵
本
の
贈
呈
及
び
読
み
聞
か
せ
》

１
月
８
日
（
土
）
～
　
日
（
水
）

１９

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

若様組まいる
畠中恵
世が世なら若殿様のはずの旧
幕臣の子息・長瀬達は、暮ら
しのために警官になることを
決意。しかし、教習所で銃絡
みの事件が起きて…。「アイス
クリン強し」の“その前夜”
を描いた長編小説。

和布歳時記　季節の小もの
嘉部久実
迎春、ひな祭り、端午の節句、
七夕、ハロウィン、クリスマ
ス…。和布で作る、歳時記に
ちなんだ小物を紹介。季節の
リースや飾り袋の作り方、ち
りめんの豆知識、パッチワー
クや刺しゅうのしかたなども
解説する。

グミとさちこさん
荒井良二

ホワイトチョコのような白い
チワワのグミは、一緒にくら
す女の子さちこさんが大好き。
さちこさんの願いを叶えるた
めに、夜空に飛び出すが…。
ファンタジックで切なくてあ
たたかい絵本。

シュークリーム星のオヒメサマ
高山栄子
学校はキライで、トモダチもい
なくて、うちもツマラナイ。そ
んなひかりが、不思議なシ
ュークリームの力でお姫様に変
身！　勇気をもって一歩を踏み
出した少女が、なりたかった自
分へと変わっていく、素敵なお
話。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
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Ｑ
．　

歳
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
国
民
年
金
の
手
続

20

き
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
な

く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
り
し
た
と

き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生

の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の

20

60

す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け
取
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
一
号
被
保
険
者
と
な

る
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
で
直
接
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
二
号
被
保
険
者
の

方
や
、
そ
の
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶

者
の
第
三
号
被
保
険
者
の
方
は
、
勤
務
先
の
事
業
所

が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
学
生
で
収
入
が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
と
な
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国
民
年
金
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、「
万
が
一
」
の
と
き
に
障

害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招

き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、「
保
険
料
免
除
制

度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
役
場
、
ま
た
は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで
し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
１２月１４日

１月４日
１２月１６日－１２月２３日１月６日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日１２月２１日１２月１７日－１２月２４日１月７日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日１２月２２日１２月１６日１月６日１２月２３日－火・金曜日上 井 手 区

水曜日
１２月１５日
１月５日

１２月１６日１月６日１２月２３日－火・金曜日多 賀 全 区

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨１２月２４日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩１２月２７日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪１２月２８日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫１２月２９日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田

⑬１月４日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本

⑭１月５日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮１２月１３日
１月６日

★ごみは、朝９時までに出してください。
★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出し
　てください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
   洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（ 12月11日～ 1月10日）

平成２１年度　個人情報保護制度及び情報公開制度の運用状況について
１　個人情報保護制度の運用状況
　（１）開示請求等の件数及び処理状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）不服申立ての状況　０件

２　情報公開制度の運用状況
　（１）開示請求等の件数及び処理状況　　　　　　　（２）不服申立ての状況　０件

※なお、両制度における実施機関のうち教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会、農業委員会、固定
　資産評価審査委員会、水道事業管理者及び議会については申請実績なし。

取り下げ
不開示開示

請求
件数実施機関

不存
在等

存否応
答拒否不開示部分

開示
全部
開示

1100035町長

取り下げ
処理状況件数請求件数

実施機関
利用不
停止等

利用
停止

不訂
正等

一部
訂正訂正不開示部分

開示
全部
開示

利用の
停止訂正開示

000000002002町長



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日
きらきらランドクリスマス会（午後１時～、多賀小学校体育館）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土12/11

京都府ウオーキング協会主催「万灯呂山と大正池ウオーク」
（午前９時～、山城多賀駅集合・当日参加可）日12

月13
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
人形劇（午前１０時１５分～１１時、玉川保育園、一般参加可）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）

火14

生き生きふれあいサロン【お鍋を囲んで忘年会】（午前１１時半～、玉泉苑
)水15
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）木16

金17
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センタ
ー）

土18

日19
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
心配ごと相談・行政相談（午後１時～４時、賀泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

月20

火21
健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センター）水22

木23
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金24

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土25
日26

無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月27
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）
役場仕事納め（１２月２９日～１月３日まで閉庁）火28

年末年始のし尿臨時収集について
　年末の臨時収集（有料）の予約は、受付け件数に限りがありますので
お早目の予約をお願いします。
　また、収集もれの場合は、収集口から確認の上、翌日（翌日が土・日・祝
日の場合は翌開庁日）に連絡してください。
　連絡は、城南衛生管理組合業務課（℡０７５－６３１－５１７１）まで

水29

木30

金31

元日土1/1

図書館は、１２月２７日（月）～１月４日（火）まで休館します。日2
月3

役場仕事始め火4
育児相談(午前９時半～１０時半、西部公民館)水5
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木6

金7
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土8

井手町消防出初式(午前１０時～、泉ヶ丘中学校グラウンド）日9
月10

出張徴収【多賀】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 12月11日～ 1月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収
【北・南】

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

茂 則 萌  夏 
も な

西 島井手

隆 志 萌  々  禾 
も も か

八 木井手

大 里  菜 
り な

新 谷井手

（１１月１９日までの届出分・敬称略）

〈
婚
姻
〉

妻夫住所

田 中　 瑞帆仁 張　 誠井手

（１１月１９日までの届出分・敬称略）


